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広　報
No.968

みんなの願い事がかないますように☆――伊東幼稚園で7月7日㈫に七夕まつりが開催されました。七夕の劇を見たり歌
を歌ったりしてみんなで楽しい時間を過ごしながら、お星様に願い事が届くようにお祈りをしました。 

今月号の主な内容

8平成21年 

2009.

・伊東温泉の夏行事＆花火

・防災訓練

・９月から駿豆12市町で戸籍の相互発行開始

・地デジ移行まであと２年

⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯Ｐ2

⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯Ｐ4

⋯⋯Ｐ6

⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯⋯Ｐ13

平成21年
10月24日●→11月８日●土 日



　市制施行記念日の８月10日を中心とした按針祭の行

事、花火大会の日程をお知らせします。いろいろな行

事やイベントで伊東温泉の夏を楽しみましょう。

t観光課　☎32-1713

松川〜海上灯籠流し
時間：19時30分から

会場：伊東松川（通学橋〜海上）

太鼓合戦
時間：18時から　会場：なぎさ公園

按針祭式典
時間：12時30分から

会場：観光会館ホール

按針パレード
時間：14時30分から

会場：観光会館〜伊東駅

按針祭音楽コンサート
時間：13時から　会場：観光会館ホール　※観覧には入場整理券が必要

出演：航空自衛隊中部航空音楽隊、海上自衛隊横須賀音楽隊

自衛隊車両・艦艇の一般公開
時間：海上自衛隊掃海艇「のとじま」と水中処分母船９時45分〜11時・

13時〜15時30分、陸上自衛隊装備車両９時45分〜15時30分（予定）

会場：耐震バース（観光会館の海側）

伊東温泉の

8月8日● 土 

8月9日● 日 

8月10日● 月 

8月11日● 火 

伊東温泉の花火〜夏の夜空を彩る花火〜

行事＆花火

日　程

８月８日㈯

　　９日㈰

　　10日㈪

　　14日㈮

　　15日㈯

　　22日㈯

　　25日㈫

花火大会名

「松川・灯籠の流れ」打上花火

「太鼓の響き」打上花火

第63回按針祭海の花火大会

やんもの里花火大会

川奈港いるか浜花火大会

箸まつり花火大会

ラストサマーとびっきり花火大会

時　　間

20時50分〜21時

〃

20時〜21時

20時〜20時30分

〃

20時30分〜21時

〃

場　所

伊東海岸

〃

〃

八幡野海岸

いるか浜

伊東海岸

〃

　　　　　内　　　　　容

スターマインなど

スターマインなど

海上６か所から１時間に約13,000発

早打ち・スターマインなど約2,000発

早打ち・スターマインなど約800発

約1,500発の打上花火と約50本の手筒花火

夏のフィナーレを飾る約1,500発の打上花火

夏

按針祭音楽コンサート 

按針パレード 

按針祭式典 

太鼓合戦 

灯籠流し 

海の花火大会 
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　国内最大の文化の祭典「国民文化祭」が今年

の秋に静岡県で開催されます。期間中は伊東市

でもさまざまなイベントを行います。今月号で

は木下杢太郎のイベントを紹介します。今年の

秋は国文祭で思い切り楽しみましょう！

t生涯学習課　☎32-1963

10月25日㈰　ひぐらし会館

「夢」をテーマにした心温まる

コンサートです。絵、詩、写真

などの作品も募集しています。

詳細はドキドキわくわく冒険

隊・内野さん☎48‐9097まで。

・イベントの時間などは広報い

とう10月号でお知らせします。

・杢太郎記念館は展示替えのた

め10月20日㈫〜23日㈮に臨

時休館します。国文祭期間中

の10月24日㈯〜11月８日㈰

は無休・無料で開館します。

・来月号では温泉文化のイベン

トを紹介します。

10月24日㈯、11月３日（火・祝）・

７日㈯　市街地

　伊東に残された杢太郎の足跡、

ゆかりの場所をガイドと一緒に

歩いて巡ります。ガイドがいな

いとわからない貴重な情報が盛

りだくさんです。

11月３日（火・祝）　杢太郎記念館

　今から約170年前に建てられた杢太郎の生家は記念館の奥に今もた

たずんでいます。市指定文化財でもあり昔の雰囲気を味わえると評判

ですが、普段は一部を除いて立ち入り禁止で畳に上がることはできま

せん。ところが、国文祭で特別に、立ち入り禁止となっている生家の

居間で市茶道連盟による呈茶を行います。この機会を逃すと今度はい

つ入れるかわかりません。ぜひお立ち寄りください。

10月31日㈯〜11月３日（火・祝）　観光会館別館

　本当は画家になりたかった杢太郎。その素晴らしい絵は当時の文人

たちに愛され、多くの本の装丁（表紙の絵など本のデザイン）を任さ

れました。このことにちなみ、新しく製作した杢太郎の本「浜の真砂

に」のブックカバーと杢太郎記念館で使う包装紙のデザインを募集し

ました。デザイン大賞に応募された作品は杢太郎を感じさせる力作ぞ

ろいです。応募作品を一堂に展示する作品展を開催します。

11月３日（火・祝）　観光会館

　杢太郎の本業は皮膚科の医学

者です。今年の杢太郎祭には熊

本保健科学大学学長の小野友道

先生を迎え、医学業績をわかり

やすく講演していただきます。

11月１日㈰・３日（火・祝）

観光会館

「杢太郎がどんなものを書いた

のか全然知らない⋯」というあ

なたにお勧めします。市書道連

盟が杢太郎の作品を書にしたた

めて展示します。

　11月１日㈰　観光会館

　杢太郎は北原白秋と並び称されるほどの明治を代表する詩人でした。

多くの人たちに口ずさまれた詩には曲がついているものがあります。

そこで、杢太郎が暮らしていた東京と仙台の合唱団を招待し、伊東の

合唱団と一緒に地元や杢太郎にちなんだ曲を発表する合唱祭を開催し

ます。ステージのフィナーレには杢太郎の詩に合わせて作曲家・寺嶋

陸也先生が新しく作曲した「望郷の歌」を初公開します。100人を超

える記念合唱団の歌声は迫力と感動を与えることでしょう。

10月24日㈯・25日㈰

杢太郎記念館

「杢太郎の作品って何だか難し

そう⋯」というあなたにお勧め

します。伊豆おはなし連絡会が

杢太郎の詩を朗読します。

木下杢太郎 
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伊
東
市
総
合
防
災
訓
練
を
９
月

１
日
の
防
災
の
日
に
あ
わ
せ
て
行

い
ま
す
。
東
海
地
震
を
想
定
し
、

地
震
発
生
の
予
知
か
ら
発
災
ま
で

的
確
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
実

践
的
な
訓
練
を
し
ま
す
。
各
地
域

で
実
施
さ
れ
る
防
災
訓
練
に
参
加

し
て
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

◇
自
ら
の
命
は
自
ら
で
守
る

　
自
ら
の
地
域
は
み
ん
な
で
守
る

　
阪
神
大
震
災
で
は
死
者
の
８
割

以
上
が
家
屋
や
家
具
な
ど
の
下
敷

き
と
な
っ
て
命
を
落
と
し
ま
し
た
。

近
い
将
来
、
東
海
地
震
や
神
奈
川

県
西
部
の
地
震
な
ど
に
よ
る
大
災

害
が
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
防
災
対
策
は
大
丈
夫
で

す
か
？
　
建
物
の
耐
震
化
や
家
具

の
転
倒
防
止
は
命
を
守
る
た
め
に

と
て
も
重
要
で
す
。
こ
の
機
会
に

も
う
一
度
、
家
庭
内
の
点
検
を
し

ま
し
ょ
う
。
あ
わ
せ
て
消
火
訓
練

や
救
護
訓
練
な
ど
地
域
で
行
う
防

災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、

地
域
を
み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

t

生
活
防
災
課
　
☎
（32）
１
３
６
２

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支

援
が
被
災
者
一
人
一
人
に
う
ま
く

行
き
届
く
よ
う
に
調
整
す
る
の
が

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
役
割
で
す
。
災
害
時
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
何
か
、

被
災
者
に
支
援
を
届
け
る
た
め
に

は
何
が
必
要
で
何
が
大
切
な
の
か

を
学
び
、
災
害
に
備
え
ま
す
。

対
　
象
　
３
日
間
の
全
日
程
に
参

加
で
き
、
講
座
修
了
後
に
平
常

時
と
災
害
時
に
地
域
で
関
係
機

関
と
協
力
し
て
活
動
で
き
る
人

日
　
時
　
10
月
31
日
㈯
、
11
月
７

日
㈯
・
８
日
㈰
９
時
30
分
〜
16

時
45
分

会
　
場
　
三
島
市
社
会
福
祉
会
館
、

三
島
市
消
防
庁
舎

定
　
員
　
40
人

申
し
込
み
　
社
会
福
祉
課
、
生
活

防
災
課
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

あ
る
申
し
込
み
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
静
岡
県
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
り
と
し
ま
す
。

受
講
料
　
無
料

t

静
岡
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

　
☎
０
５
４︵
２
５
５
︶７
３
５
７

普
通
救
命
講
習

知
っ
て
お
き
た
い
応
急
手
当

　
い
ざ
と
い
う
時
に
人
の
命
を
救

う
た
め
に
は
迅
速
で
途
切
れ
る
こ

と
の
な
い
応
急
手
当
が
必
要
で
す
。

市
消
防
本
部
は
市
内
事
業
所
や
各

種
グ
ル
ー
プ
を
対
象
と
し
た
救
命

講
習
の
申
し
込
み
を
随
時
受
け
て

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
市
民
個

人
か
ら
の
申
し
込
み
を
受
け
て
普

通
救
命
講
習
を
２
回
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
９
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

９
時
〜
正
午

会
　
場
　
消
防
本
部
５
階

内
　
容
　
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

︵
自
動
体
外
式
除
細
動
器
︶
の

使
用
法
な
ど

定
　
員
　
各
日
20
人

申
し
込
み
　
８
月
10
日
㈪
か
ら
受

け
付
け
を
始
め
ま
す
。
消
防
本

部
・
支
署
・
分
遣
所
に
あ
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
申
請
書
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
﹂
の
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
得
で
き
ま
す
。
定
員
に
な

り
次
第
、
締
め
切
り
と
し
ま
す
。

t

消
防
本
部

　
☎
（38）
０
１
１
９

赤
十
字
・
災
害
時

高
齢
者
生
活
支
援
講
習

　
災
害
時
の
避
難
所
生
活
で
高
齢

者
自
身
や
そ
の
家
族
、
地
域
の
人

た
ち
に
役
立
つ
知
識
や
技
術
を
習

得
し
ま
す
。

日
　
時
　
９
月
29
日
㈫
13
時
〜
15

時
会
　
場
　
市
役
所
地
下
会
議
室

定
　
員
　
20
人

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
実
技
の
で

き
る
服
装
︵
ズ
ボ
ン
、
ヒ
ー
ル

の
低
い
靴
︶

申
し
込
み
　
９
月
４
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
。

t

社
会
福
祉
課

　
☎
（32）
１
５
３
１

　いざという時に備えた講習会と講座を紹介しま

す。受講して得た知識と技術を生かして大切な人

の命を守ってください。

災害・救命時にあなたの 
力を貸してください 

練 

防 

災 
訓 

消火器での 
消火訓練 

心肺蘇生法の 
実演 

負傷者を 
担架で搬送 

災害用伝言 
ダイヤルの体験 
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第
２
回
ウ
ェ
ル
ネ
ス
教
室

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
を
し
て
体
を
動
か
し
ま
す
。

対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

日
　
時
　
９
月
７
日
・
28
日
、
10

月
５
日
・
19
日
・
26
日
、
11
月

２
日
・
９
日
・
30
日
の
各
月
曜

日
10
時
〜
11
時
40
分

会
　
場
　
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

定
　
員
　
１
５
０
人

参
加
費
　
１
６
０
０
円
︵
保
険
料

込
み
︶

持
ち
物
　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
運

動
の
で
き
る
服
装
、
バ
ス
タ
オ

ル
な
ど

指
導
者
　
市
社
会
教
育
指
導
員

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
︵
後
期
︶

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
を
し
て
体
を
動
か
し
ま
す
。

対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

日
　
時
　
９
月
７
日
・
14
日
・
28

日
、
10
月
５
日
・
19
日
・
26
日
、

　
11
月
２
日
・
９
日
の
各
月
曜
日

19
時
〜
20
時
30
分

会
　
場
　
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

定
　
員
　
50
人

参
加
費
　
１
６
０
０
円
︵
保
険
料

込
み
︶

持
ち
物
　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
運

動
の
で
き
る
服
装
、
タ
オ
ル
、

ダ
ン
ベ
ル
な
ど

指
導
者
　
市
体
育
指
導
委
員

第
２
回
健
康
体
操
教
室

　
健
康
体
操
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ダ
ン
ベ
ル
体

操
な
ど
で
体
を
動
か
し
ま
す
。

対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

※
通
院
し
て
い
る
人
は
医
師
の
許

可
が
必
要
で
す
。

日
　
時
　
９
月
10
日
〜
10
月
29
日

の
毎
週
木
曜
日
10
時
〜
11
時

会
　
場
　
大
原
武
道
場
第
１
道
場

定
　
員
　
30
人

参
加
費
　
４
０
０
０
円
︵
保
険
料

込
み
︶

持
ち
物
　
運
動
の
で
き
る
服
装
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
ダ
ン
ベ
ル
な
ど

指
導
者
　
健
康
運
動
指
導
士
・
小

泉
東
海
雄
さ
ん

テ
ニ
ス
教
室

　
テ
ニ
ス
の
基
礎
的
技
能
、
練
習

方
法
、
ル
ー
ル
を
習
得
し
ま
す
。

対
　
象
　
小
学
生
以
上
︵
大
人
も

子
ど
も
も
参
加
で
き
ま
す
︶

日
　
時
　
９
月
６
日
〜
10
月
４
日

の
毎
週
日
曜
日
９
時
30
分
〜
11

時
30
分

会
　
場
　
小
室
山
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト

定
　
員
　
50
人

参
加
費
　
２
０
０
０
円
︵
保
険
料

込
み
︶

持
ち
物
　
硬
式
ラ
ケ
ッ
ト
、
運
動

靴
、
運
動
の
で
き
る
服
装

指
導
者
　
伊
東
テ
ニ
ス
協
会

第
２
回
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

　
植
物
の
基
礎
知
識
や
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
の
作
業
方
法
な
ど
を
土
に
触

れ
て
体
験
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。

対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

日
　
時
　
９
月
16
日
㈬
、
10
月
28

　
日
㈬
昼
間
の
部
は
13
時
30
分
〜

　
15
時
30
分
、
夜
間
の
部
は
18
時

　
30
分
〜
20
時
30
分

会
　
場
　
観
光
会
館
別
館

定
　
員
　
昼
間
の
部
60
人
、
夜
間

の
部
60
人

参
加
費
　
５
０
０
０
円︵
教
材
費
︶

講
　
師
　
造
園
技
師
・
楠
見
浩
一

さ
ん

応
募
要
領

　
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名

︵
ふ
り
が
な
︶
、
年
齢
、
電
話
番

号
︵
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
は
質
問

事
項
も
︶
を
記
載
し
て
次
の
宛
て

先
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
テ
ニ
ス
教
室
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

教
室
、
健
康
体
操
教
室
、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
教
室
⋯
〒
４
１
４
‐

０
０
２
４
　
和
田
１
‐
16
‐
１

振
興
公
社
﹁
○
○
教
室
﹂
係

・
ウ
ェ
ル
ネ
ス
教
室
⋯
〒
４
１
４

‐
０
０
４
５
　
玖
須
美
元
和
田

７
１
６
‐
１
１
５
　
市
民
体
育

セ
ン
タ
ー
﹁
ウ
ェ
ル
ネ
ス
教

室
﹂
係

　
締
め
切
り
は
８
月
24
日
㈪
︵
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
の
み
８
月
31
日

㈪
︶
必
着
と
し
、
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

振興公社の教室 
　運動で体を動かしたり、草花に触れたりして、毎日

の生活の中に新しい楽しみを見つけて、生き生きとし

た生活を送ってみませんか？

t振興公社　☎37-7135
い ろ 
い ろ 
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広 告 欄

行
政
改
革
懇
談
会
委
員
の

公
募

　
市
は
市
民
の
立
場
に
立
っ
て
効

果
的
、
効
率
的
な
行
政
経
営
を
進

め
る
た
め
、
行
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
行
政
改
革
に
市
民

の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市

民
の
代
表
に
よ
り
構
成
す
る
行
政

改
革
懇
談
会
を
設
置
し
ま
す
。
こ

の
懇
談
会
に
参
加
す
る
一
般
公
募

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
市
内
に
居
住
す
る
20

歳
以
上
の
人
︵
今
年
４
月
１
日

現
在
︶

募
集
人
数
　
２
人
程
度

委
嘱
期
間
　
平
成
26
年
３
月
31
日

ま
で

応
募
方
法
　
申
込
書
と
４
０
０
字

詰
め
原
稿
用
紙
３
枚
以
内
に
ま

と
め
た
﹁
行
政
改
革
に
対
す
る

考
え
、
意
見
﹂
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
企
画
政
策

課
窓
口
︵
市
役
所
７
階
︶
に
置

い
て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

応
募
期
限
　
８
月
21
日
㈮
ま
で

※
委
員
に
は
所
定
の
報
酬
が
支
払

わ
れ
ま
す
。
会
議
は
平
日
の
昼

間
に
開
催
し
ま
す
。

t

企
画
政
策
課

　
☎
（32）
１
０
６
１

９
月
か
ら
駿
豆




12
市
町
で
戸

籍
の
相
互
発
行
開
始

　
現
在
、
県
駿
豆
地
区
12
市
町

︵
伊
東
市
、
沼
津
市
、
熱
海
市
、

三
島
市
、
御
殿
場
市
、
裾
野
市
、

伊
豆
市
、
伊
豆
の
国
市
、
函
南
町
、

清
水
町
、
長
泉
町
、
小
山
町
︶
で

は
住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証

明
書
の
相
互
発
行
を
し
て
い
ま
す
。

９
月
１
日
か
ら
は
戸
籍
の
全
部
事

項
証
明
書
︵
謄
本
︶
と
個
人
事
項

証
明
書
︵
抄
本
︶
の
相
互
発
行
を

開
始
し
ま
す
。
駿
豆
地
区
に
住
民

登
録
と
本
籍
が
あ
る
人
は
12
市
町

の
ど
の
市
役
所
・
町
役
場
の
窓
口

で
も
戸
籍
の
交
付
申
請
を
し
て
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

◇
例
え
ば
⋯
本
籍
地
が
沼
津
市
で

伊
東
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人

　
戸
籍
謄
本
・
抄
本
が
必
要
な
時
、

今
ま
で
は
沼
津
市
役
所
に
行
か
な

け
れ
ば
取
得
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
９
月
か
ら
は
伊
東
市
役
所
で

も
取
得
で
き
ま
す
。

◇
戸
籍
の
請
求
が
で
き
る
人

　
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
本
人

と
同
一
戸
籍
に
在
籍
し
て
い
る
人

で
す
。
除
籍
さ
れ
て
い
る
人
は
請

求
で
き
ま
せ
ん
。

◇
請
求
時
に
必
要
な
も
の

　
公
の
機
関
が
発
行
し
た
本
人
確

認
書
類
で
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ

ー
ト
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な

ど
写
真
付
き
の
も
の
が
１
つ
必
要

で
す
。
写
真
付
き
の
も
の
が
な
い

時
は
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
診
察

券
な
ど
２
つ
が
必
要
で
す
。

t

市
民
課

　
☎
（32）
１
３
５
２

国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
の

更
新

　
国
民
健
康
保
険
の
新
し
い
保
険

証
︵
個
人
カ
ー
ド
︶
を
９
月
16
日

㈬
ご
ろ
に
郵
送
し
ま
す
。
お
手
元

に
届
い
た
ら
記
載
さ
れ
て
い
る
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
間
違
い

が
あ
っ
た
場
合
は
保
険
年
金
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
は
住
民
基
本
台
帳
の
住

所
地
宛
て
に
﹁
転
送
不
要
扱
﹂
で

郵
送
し
ま
す
。
郵
便
局
に
転
送
届

を
出
し
て
い
る
場
合
で
も
転
送
さ

れ
ず
保
険
年
金
課
へ
戻
さ
れ
ま
す
。

入
院
や
旅
行
な
ど
で
長
期
間
留
守

に
す
る
場
合
や
転
送
届
を
郵
便
局

に
出
し
て
い
る
場
合
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
前
年
度
に
別
送
の
申
し

込
み
を
し
た
人
も
再
度
申
し
込
み

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
に
は
保
険
証
を
簡

易
書
留
郵
便
で
郵
送
し
ま
す
。
８

月
28
日
㈮
ま
で
に
、
国
保
税
の
納

税
通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る

﹁
国
保
だ
よ
り
﹂
に
あ
る
申
込
書

を
保
険
年
金
課
に
送
付
す
る
か
、

印
鑑
を
持
っ
て
保
険
年
金
課
窓
口

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
前
年

度
に
配
達
記
録
郵
便
で
の
送
付
を

申
し
込
ん
だ
世
帯
に
は
、
今
年
度

は
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

※
簡
易
書
留
郵
便
は
、
配
達
時
に

不
在
だ
っ
た
場
合
、
郵
便
局
に

連
絡
す
る
と
希
望
の
日
時
に
配

達
さ
れ
ま
す
。
郵
便
局
に
は
７

日
間
保
管
さ
れ
ま
す
。

　
災
害
な
ど
特
別
な
理
由
な
く
国

保
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
短
期
保

険
証
や
資
格
証
明
書
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
納
め
忘

れ
が
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

市役所の電話番号 
0557-

36-0111
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広 告 欄

納
付
が
困
難
な
場
合
は
収
納
課
で

納
税
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

t

保
険
年
金
課
︵
医
療
や
保
険
の

資
格
、
保
険
税
額
、
申
告
な
ど
︶

　
☎
（32）
１
６
２
２

　
収
納
課
︵
納
付
、
口
座
振
替
︶

　
☎
（32）
１
２
９
１

長
寿
︵
後
期
高
齢
者
︶
医
療

制
度
の
保
険
料

　
21
年
度
の
長
寿
︵
後
期
高
齢
者
︶

医
療
制
度
の
保
険
料
の
納
付
書
ま

た
は
決
定
書
は
８
月
中
旬
に
発
送

し
ま
す
。
保
険
料
を
年
金
で
納
め

て
い
た
だ
く
人
に
は
青
色
の
は
が

き
で
通
知
し
ま
す
。
保
険
料
を
口

座
振
替
や
納
付
書
で
納
め
て
い
た

だ
く
人
に
は
封
書
の
納
付
書
で
通

知
し
ま
す
。
第
１
期
の
納
期
は
８

月
31
日
㈪
ま
で
で
す
。
納
期
内
に

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

t

保
険
年
金
課

　
☎
（32）
１
６
２
４

乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
の

変
更
届
の
提
出

　
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
の
住

所
、
氏
名
な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
、
専
用
の
変
更
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。
受
給
者
証
は
９
月

末
に
更
新
と
な
り
ま
す
が
、
変
更

手
続
き
が
さ
れ
て
い
な
い
と
新
し

い
受
給
者
証
が
届
か
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
変
更
届
を
提
出
し
て

い
な
い
人
は
子
育
て
健
康
課
窓
口

か
各
出
張
所
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

t

子
育
て
健
康
課

　
☎
（32）
１
５
８
１

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
の

提
出

　
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
は
、

毎
年
８
月
１
日
現
在
の
家
庭
の
状

況
を
届
け
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い

と
８
月
分
か
ら
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。
対
象
者
に
は

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
８
月
３

日
㈪
〜
31
日
㈪
に
忘
れ
ず
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

t

子
育
て
健
康
課

　
☎
（32）
１
５
８
１

重
度
障
害
者
︵
児
︶
医
療
費

助
成
金
受
給
者
証
の
更
新

　
現
在
の
重
度
障
害
者
︵
児
︶
医

療
費
助
成
金
受
給
者
証
の
有
効
期

限
は
９
月
末
日
で
す
。
対
象
者
に

は
更
新
に
必
要
な
申
請
書
を
８
月

中
旬
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、

内
部
障
害
３
級
の
人

・
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
人

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
の
支

給
対
象
児
童

t

社
会
福
祉
課

　
☎
（32）
１
５
３
３

鐘
を
合
図
に
黙
と
う
を
捧
げ
、

平
和
を
祈
り
ま
し
ょ
う

　
８
月
６
日
は
広
島
に
、
９
日
は

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
で

す
。
こ
の
両
日
と
15
日
の
終
戦
の

日
に
慰
霊
の
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
。

原
爆
に
よ
る
死
没
者
と
戦
没
者
の

冥
福
と
恒
久
平
和
を
祈
り
、
黙
と

う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う
。

鐘
を
鳴
ら
す
時
間

　
８
月
６
日
㈭
　
８
時
15
分

　
　
　
９
日
㈰
　
11
時
２
分

　
　
　
15
日
㈯
　
正
午

t

社
会
福
祉
課

　
☎
（32）
１
５
３
１

お
盆
の
飾
り
つ
け
供
物
の
収

集
日
は
８
月





16
日
㈰

　
お
盆
の
飾
り
つ
け
供
物
は
８
月

16
日
㈰
の
午
前
中
に
収
集
し
ま
す
。

指
定
袋
に
入
れ
ず
、
午
前
８
時
30

分
ま
で
に
地
区
ご
と
指
定
さ
れ
た

場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

宇
佐
美
　
烏
川
橋
・
仲
川
橋
・
宮

川
橋
・
金
草
橋
の
各
橋
際
、
留

田
火
の
見
下

湯
　
川
　
湯
川
船
揚
場
堤
防
入
口

松
　
原
　
渚
橋
際
︵
新
井
側
︶

玖
須
美
　
水
産
試
験
場
前
︵
新
井

側
︶
、
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー
入
口

新
　
井
　
旧
交
番
横
、
東
町
会
館

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
横

岡
　
聖
母
幼
稚
園
前
、
緑
風
園
裏
、

い
づ
み
荘
の
橋
上

鎌
　
田
　
和
泉
橋
際
︵
伊
豆
急
行

線
高
架
橋
の
川
沿
い
上
流
側
︶
、

城
平
住
宅
Ａ
棟
上

川
　
奈
　
東
町
船
揚
場
入
口
、
川

奈
漁
協
前
広
場

吉
　
田
　
神
社
前
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン

富
　
戸
　
旧
富
戸
出
張
所
先
海
岸

埋
立
地

八
幡
野
　
港
船
揚
場
、
伊
東
道
線

赤
　
沢
　
海
岸
駐
車
場

　
こ
の
ほ
か
富
士
見
、
城
星
、
田

代
、
長
美
代
、
促
進
町
、
川
奈
小

室
町
、
富
戸
払
町
、
荻
、
十
足
、

池
地
区
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
供
物
を
出
す
時
の
お
願
い

・
16
日
に
出
せ
な
い
場
合
は
、
指

定
袋
に
入
れ
て
可
燃
ご
み
と
し

て
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
長
い
竹
な
ど
は
50
㎝
く
ら
い
に

切
っ
て
、
束
ね
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・
お
線
香
な
ど
の
火
気
類
は
近
づ

け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

t

環
境
課

　
☎
（32）
１
３
７
１
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技
能
功
労
者
表
彰
の
推
薦

　
優
れ
た
技
能
で
伊
東
市
の
発
展

を
長
い
間
支
え
て
い
る
人
を
技
能

功
労
者
と
し
て
毎
年
表
彰
し
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
19
人
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
今
年
の
表
彰
の
対

象
と
な
る
人
の
推
薦
を
受
け
付
け

ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
人

　
次
の
要
件
す
べ
て
を
満
た
す
人

・
市
内
に
住
み
、
主
と
し
て
市
内

で
働
い
て
い
る
︵
市
内
で
20
年

以
上
︶

・
優
れ
た
技
能
を
持
ち
、
後
輩
の

模
範
と
な
っ
て
い
る

・
同
一
職
業
に
30
年
以
上
従
事
し
、

年
齢
が
満
60
歳
以
上
︵
昭
和
24

年
11
月
１
日
以
前
生
ま
れ
︶

◇
該
当
す
る
業
種

　
左
の
表
の
と
お
り

◇
推
薦
す
る
人

・
所
属
し
て
い
る
団
体
、
勤
務
先

の
事
業
所
が
所
属
し
て
い
る
団

体
の
代
表
者
⋯
伊
東
建
設
関
連

業
者
連
絡
協
議
会
、
伊
東
造
園

事
業
協
同
組
合
、
伊
東
菓
子
組

合
、
伊
東
市
建
築
大
工
組
合
な

ど
の
組
織
、
団
体
の
代
表
者

・
地
域
の
代
表
者
⋯
区
長
な
ど

・
勤
め
先
の
代
表
者
⋯
会
社
の
社

長
、
会
長
な
ど

◇
手
続
き
の
方
法

　
推
薦
書
は
産
業
課
窓
口
、
伊
東

商
工
会
議
所
に
あ
り
ま
す
。
推
薦

期
限
は
９
月
４
日
㈮
ま
で
で
す
。

推
薦
さ
れ
た
方
々
を
選
考
委
員
会

で
審
査
し
て
表
彰
者
を
決
定
し
ま

す
。
表
彰
は
11
月
に
行
う
予
定
で

す
。

t

産
業
課

　
☎
（32）
１
７
３
４

飼
い
主
か
ら
の
犬
・
ね
こ
の

引
取
り
が
有
料
に
な
り
ま
す

　
犬
や
ね
こ
を
飼
う
時
に
は
生
涯

飼
う
こ
と
や
繁
殖
制
限
を
す
る
な

ど
飼
い
主
の
責
任
が
伴
い
ま
す
。

や
む
を
得
ず
飼
え
な
く
な
り
、
新

し
い
飼
い
主
が
見
つ
か
ら
な
い
犬

と
ね
こ
の
引
取
り
が
今
年
10
月
１

日
か
ら
有
料
と
な
り
ま
す
。

手
数
料

・
成
犬
、
成
ね
こ
︵
生
後
90
日
超
︶

　
⋯
１
匹
に
つ
き
２
０
０
０
円

・
子
犬
、
子
ね
こ
︵
生
後
90
日
以

内
︶
⋯
１
匹
に
つ
き
４
０
０
円

引
取
り
場
所
　
熱
海
保
健
所
︵
日

時
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︶

t

熱
海
保
健
所

　
☎
（82）
９
１
１
６

　
環
境
課

　
☎
（32）
１
３
７
４

国
税
に
関
す
る
質
問
、
相
談

は
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

　
所
得
税
や
法
人
税
、
消
費
税
な

ど
国
税
に
関
す
る
電
話
で
の
質
問
、

相
談
は
国
税
局
の
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
で
受
け
て
い
ま
す
。
税
務
署

の
代
表
電
話
に
か
け
る
と
自
動
音

声
案
内
で
受
付
を
し
ま
す
の
で
、

音
声
案
内
に
従
っ
て
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
税
務
署
に
電
話
を

つ
な
ぐ
操
作
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
で
の
面
接
相
談
は
十
分

な
時
間
で
適
切
な
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
し
て
い
ま

す
。
予
約
時
に
住
所
、
氏
名
、
相

談
内
容
な
ど
を
伺
い
ま
す
。
税
金

の
納
付
相
談
で
税
務
署
へ
お
越
し

に
な
る
時
は
事
前
の
予
約
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

t

熱
海
税
務
署

　
☎
（81）
３
５
１
５

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

従
業
員
の
住
民
税
の
徴
収

　
事
業
所
な
ど
に
勤
務
し
て
い
る

人
の
個
人
住
民
税
︵
市
民
税
と
県

民
税
︶
は
事
業
主
が
徴
収
し
て
市

に
納
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
納
入
の
仕
組
み

を
特
別
徴
収
と
言
い
ま
す
。
特
別

徴
収
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、

給
与
の
支
払
い
時
に
所
得
税
を
徴

収
し
て
納
付
す
る
源
泉
徴
収
義
務

の
あ
る
事
業
主
で
す
。
こ
の
特
別

徴
収
に
よ
る
納
入
の
未
納
が
多
額

に
上
っ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
従
業
員
の
皆

さ
ん
の
税
金
が
未
納
と
な
ら
な
い

よ
う
に
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

t

課
税
課

　
☎
（32）
１
２
７
２

全
国
消
費
実
態
調
査
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

　
総
務
省
統
計
局
は
９
月
〜
11
月

の
３
か
月
間
に
全
国
消
費
実
態
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は

国
民
の
生
活
実
態
を
家
計
の
所
得
、

消
費
、
資
産
の
３
面
か
ら
総
合
的

に
把
握
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
が
行
う
各
種
経
済
・
社
会
政
策

の
企
画
・
立
案
や
、
研
究
機
関
が

行
う
消
費
・
経
済
分
析
な
ど
の
貴

重
な
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

ま
す
。
調
査
の
内
容
は
主
に
家
計

簿
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で

す
。
回
答
内
容
は
統
計
の
作
成
以

外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。
県
知
事
が
任
命

し
た
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
に

伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

t

庶
務
課

　
☎
（32）
１
２
３
２

飲食物調理

接客サービス

生活衛生サービス

保健医療

農業

林業

漁業

採掘

窯業製品製造

土石製品製造

金属材料製造

化学製品製造

金属加工

金属溶接・溶断

一般機械器具組立・修理

電気機械器具組立・修理

輸送用機械器具組立・修理

計器・光学機械器具組立・修理

飲料・たばこ製造

食品原料製造

食料品製造

紡糸

織布団関連

衣服繊維製品製造

木・竹・つる製品製造

パルプ・紙・紙製品製造

印刷製本

ゴム・プラスチック製品製造

革・革製品製造

装身具等身の回り品製造

建設業

その他の技能工

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

技能功労者該当業種
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簡
易
な
修
繕
工
事
の
参
加

資
格
の
追
加
登
録
受
付

　
市
が
市
内
に
発
注
す
る
１
０
０

万
円
未
満
の
簡
易
な
修
繕
工
事
を

行
う
た
め
に
は
参
加
資
格
の
登
録

が
必
要
で
す
。
追
加
登
録
を
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
す

る
人
は
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
業
者
　
市
内
に
主
た
る
事
業

所
を
有
し
、
伊
東
市
建
設
工
事

競
争
入
札
参
加
登
録
が
さ
れ
て

い
な
い
者
︵
建
設
業
の
許
可
の

有
無
は
問
い
ま
せ
ん
︶

提
出
書
類
　
簡
易
な
修
繕
工
事
参

加
登
録
申
請
書
、
20
年
度
分
の

納
税
証
明
書
。
申
請
書
は
庶
務

課
窓
口
︵
市
役
所
６
階
︶
で
配

布
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

提
出
方
法
　
庶
務
課
窓
口
に
持
参

受
付
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
日

㈭
︵
土
日
は
除
く
︶

登
録
有
効
期
間
　
平
成
22
年
３
月

31
日
ま
で

t

庶
務
課

　
☎
（32）
１
２
３
６

Ｓ
・
Ｋ
・
Ｙ
・
広
域
圏
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
募
集

　
日
本
を
代
表
す
る
観
光
圏
域
で

あ
る
富
士
箱
根
伊
豆
地
域
内
の
市

町
村
で
は
Ｓ
・
Ｋ
・
Ｙ
・
広
域
圏
を

構
成
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
・
Ｋ
・
Ｙ
・

︵
ス
カ
イ
︶
は
静
岡
県
、
神
奈
川

県
、
山
梨
県
の
頭
文
字
か
ら
命
名

さ
れ
ま
し
た
。
第
10
回
サ
ミ
ッ
ト

を
記
念
し
て
Ｓ
・
Ｋ
・
Ｙ
・
広
域

圏
の
連
携
活
動
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。

最
優
秀
賞
作
品
は
こ
れ
か
ら
の
Ｐ

Ｒ
活
動
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

主
　
催
　
富
士
箱
根
伊
豆
交
流
圏

市
町
村
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

︵
事
務
局
・
小
田
原
市
︶

作
成
要
件
﹁
Ｓ
﹂
﹁
Ｋ
﹂
﹁
Ｙ
﹂
の

文
字
を
使
い
富
士
箱
根
伊
豆
地

域
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
も
の
。

色
彩
は
自
由
︵
モ
ノ
ク
ロ
印
刷

で
も
使
用
で
き
る
も
の
︶
。

応
募
方
法
　
専
用
の
応
募
用
紙
を

事
務
局
︵
小
田
原
市
役
所
企
画

政
策
課
︶
へ
郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
送
信

応
募
期
限
　
９
月
10
日
㈭
ま
で

賞
金
・
記
念
品

・
最
優
秀
賞
１
点
⋯
賞
金
10
万
円

と
名
産
品
詰
め
合
わ
せ

・
優
秀
賞
３
点
⋯
名
産
品
詰
め
合

わ
せ

※
募
集
要
領
な
ど
詳
細
は
富
士
箱

根
伊
豆
交
流
圏
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(h
ttp
:/
/
w
w
w
.3
p
re
f-
sk
y
.

c
o
m
/

︶
か
企
画
政
策
課
窓
口

︵
市
役
所
７
階
︶
に
あ
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

t

企
画
政
策
課

　
☎
（32）
１
０
６
１

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
ク
ラ
イ
ム

１
８
０
日
作
戦

　
県
内
で
車
上
ね
ら
い
や
部
品
ね

ら
い
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

６
月
15
日
〜
12
月
14
日
の
１
８
０

日
間
に
犯
罪
防
止
作
戦
を
展
開
し

ま
す
。
駐
車
場
で
の
防
犯
活
動
を

中
心
に
街
頭
犯
罪
を
減
ら
す
取
り

組
み
を
し
ま
す
。
犯
罪
を
減
ら
す

に
は
一
人
一
人
の
防
犯
意
識
が
大

切
で
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
被
害
の
件
数
と
金
額
の
状
況




今
年
１
月
〜
５
月
の
車
上
ね
ら

い
被
害
は
、
県
内
で
は
２
０
０
０

件
超
・
約
３
４
０
０
万
円
に
上
り

ま
す
。
市
内
で
の
被
害
は
39
件
・

約
３
６
０
万
円
で
す
。

◇
伊
東
市
で
の
主
な
被
害
事
例

︵
多
く
は
無
施
錠
の
車
︶

・
車
の
荷
台
で
荷
物
の
積
み
下
ろ

し
中
に
バ
ッ
グ
を
盗
ま
れ
た

・
無
施
錠
の
ま
ま
コ
ン
ビ
ニ
で
買

い
物
中
に
バ
ッ
グ
を
盗
ま
れ
た

・
自
宅
駐
車
場
に
無
施
錠
で
と
め

て
い
た
ら
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
内

の
現
金
や
免
許
証
を
盗
ま
れ
た

◇
犯
人
の
ね
ら
い
︵
時
間
と
手
間

を
か
け
ず
に
盗
め
る
車
︶

・
無
施
錠
の
車

・
車
内
に
バ
ッ
グ
が
あ
れ
ば
、
と

り
あ
え
ず
盗
む

・
小
窓
の
あ
る
車
︵
ガ
ラ
ス
を
割

る
音
が
響
か
な
い
︶

・
自
転
車
の
前
か
ご
︵
簡
単
に
取

れ
る
︶

◇
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

・
短
時
間
で
も
必
ず
施
錠
す
る

・
窓
は
完
全
に
閉
め
る

・
車
内
に
物
を
放
置
し
な
い

・
ス
ペ
ア
キ
ー
を
車
に
隠
さ
な
い

・
警
報
器
を
取
り
付
け
る

t

伊
東
地
区
防
犯
協
会

　
☎
（38）
１
０
８
０

歯
周
疾
患
検
診

　
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
歯
周

疾
患
に
か
か
る
人
が
多
く
な
り
ま

す
。
歯
周
疾
患
は
自
覚
症
状
が
乏

し
く
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
進
み
、

歯
を
失
う
原
因
で
最
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
検
診
を
受
け
て
予
防

と
早
期
発
見
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

対
　
象
　
今
年
度
40
歳
、
45
歳
、

50
歳
、
55
歳
、
60
歳
、
65
歳
、

　
70
歳
に
な
る
人

期
　
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
10
月
31

日
㈯

内
　
容
　
問
診
、
口
腔
内
検
査
、

歯
科
保
健
指
導

受
診
方
法
　
受
診
者
に
受
診
券
を

送
付
し
ま
す
。
受
診
券
を
持
っ

て
指
定
医
療
機
関
で
受
診
し
、

結
果
説
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

費
　
用
　
５
０
０
円

定
　
員
　
２
０
０
人

申
し
込
み
　
８
月
４
日
㈫
か
ら
電

話
で
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
り
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　
特
に
女
性
は
体
格
や
ホ
ル
モ
ン

の
関
係
で
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
り

や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自

分
の
骨
の
状
態
を
知
っ
て
予
防
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

対
　
象
　
今
年
度
40
歳
、
45
歳
、

50
歳
、
55
歳
、
60
歳
、
65
歳
、

　
70
歳
に
な
る
人

日
程
と
会
場
　
次
の
ペ
ー
ジ
の
表

の
と
お
り
。

時
　
間
　
午
前
の
受
付
⋯
９
時
30

分
〜
10
時
30
分
、
午
後
の
受
付

⋯
13
時
30
分
〜
14
時
30
分
。
検

診
所
要
時
間
は
約
１
時
間
30
分

で
す
。
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

t子育て健康課
d32-1581・1582（母子）
d32-1583・1584（成人）
※土日・祝日を除く

健康 
情報 
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お
越
し
く
だ
さ
い
。

内
　
容
　
か
か
と
の
超
音
波
検
査
、

結
果
説
明
会

費
　
用
　
５
０
０
円

定
　
員
　
６
７
０
人

申
し
込
み
　
８
月
４
日
㈫
か
ら
電

話
で
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
り
ま
す
。

︻
検
診
費
用
が
免
除
に
な
る
人
︼

・
今
年
度
70
歳
に
な
る
人

・
一
定
の
障
害
が
あ
る
65
歳
の
人

で
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証

を
提
示
し
た
人

・
生
活
保
護
世
帯
に
属
し
﹁
生
活

保
護
休
日
・
夜
間
等
受
診
証
﹂

を
提
示
し
た
人

・
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し

﹁
検
診
等
徴
収
金
免
除
証
明

書
﹂
を
提
示
し
た
人
︵
受
診
の

２
週
間
前
ま
で
に
申
請
が
必
要

で
す
︶

ほ
っ
と
サ
ロ
ン

　
子
育
て
を
す
る
人
同
士
の
交
流

の
場
で
す
。
子
育
て
の
相
談
や
身

体
計
測
も
で
き
ま
す
。

対
　
象
　
１
歳
半
ま
で
の
子
ど
も

と
子
育
て
中
の
人
、
妊
婦

日
程
と
会
場
︵
８
月
︶

・
３
日
㈪
⋯
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
21
日
㈮
⋯
荻
区
民
会
館

・
26
日
㈬
⋯
宇
佐
美
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

時
　
間
　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

歯
と
栄
養
の
教
室

　
子
ど
も
の
食
事
や
、
歯
の
手
入

れ
の
仕
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。
身

体
計
測
、
育
児
相
談
も
で
き
ま
す
。

日
　
時
　
８
月
28
日
㈮
９
時
15
分

〜
正
午

会
　
場
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
20
年
８
月
・
９
月
生
ま

れ
の
子
ど
も
と
家
族

持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
お
子
さ
ん
の
好
き
な
お

も
ち
ゃ

申
し
込
み
　
８
月
14
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
。

健康 情報 

　
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
で
は
、
健
診
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
︵
内
臓
脂
肪
症
候

群
︶
と
そ
の
予
備
群
の
人
を
見
つ

け
、
保
健
指
導
で
生
活
習
慣
の
改

善
を
目
指
し
ま
す
。
伊
東
市
国
民

健
康
保
険
の
加
入
者
の
特
定
健
康

診
査
・
特
定
保
健
指
導
、
長
寿

︵
後
期
高
齢
者
︶
医
療
制
度
の
加

入
者
の
健
康
診
査
は
左
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
昨
年
、
動
機
づ
け

支
援
を
受
け
た
人
か
ら
﹁
食
事
や

運
動
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
脱

メ
タ
ボ
に
成
功
し
た
﹂
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
定

保
健
指
導
を
受
け
て
健
康
な
身
体

で
生
き
生
き
し
た
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

◇特定保健指導
　特定健康診査の結果、メタボリックシンドロームの危険度によって

次の３つの段階に分けて行われます。

「情報提供」は健診の結果の説明時に全員が受けるものです。「動機

づけ支援」と「積極的支援」は医療機関や保険年金課が行います。特

定保健指導の受け方の詳細は受診した医療機関でご確認ください。

　メタボリックシンドロームとは、内臓脂肪型肥満に加え、高血糖、

高血圧、脂質異常のうち２つ以上を合わせ持った状態です。１つ１

つの症状は軽くても動脈硬化が急速に進み、心臓病、脳卒中など重

大な病気につながる危険が高くなります。予防や治療には生活習慣

の改善が必要です。特定保健指導を受けて生活習慣の改善に生かし

ましょう。

・今年度75歳になる人と年度途中に伊東市の国保に加入した人は受

診時期が変わる場合があります。詳細はお問い合わせください。

・４月１日現在、市民税非課税世帯の人は無料です。該当者は受診券

に記載してあります（申し込みは不要）。

※他の保険制度に加入している人は勤務先やお手持ちの保険証を発行

している機関へお問い合わせください。

◇特定健康診査

加入保険

医療制度

年齢

受診券の送付

受診時期

費用

伊東市国民健康保険 長寿（後期高齢者）医療制度

75歳以上（特例あり）

５月下旬

（既に送付）

６〜８月

無料

40〜64歳

５月下旬

（既に送付）

６〜８月

1,000円

65〜74歳

８月下旬

（これから送付）

９〜11月

500円

情報提供 動機づけ支援 積極的支援

メタボリックシンドロームの危険度 高 低 

特
定
特
定
健
康
診
査

康
診
査

　
特
定
保

　
特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う

指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う

２日㈮・５日㈪・

６日㈫

８日㈭・13日㈫

15日㈭

16日㈮・19日㈪

20日㈫

市役所

八幡野コミュニティセンター

生涯学習センター荻会館

市役所

宇佐美コミュニティセンター

骨粗しょう症検診の日程と会場


日程（10月） 会　　　場

t

保
険
年
金
課
　
☎
（32）
１
６
２
１

特
定
健
康
診
査

　
特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
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受
診
で
き
る
人

　
次
の
要
件
全
部
に
該
当
す
る
人

・
21
年
９
月
１
日
現
在
、
満
30
歳

以
上
の
人

・
伊
東
市
国
民
健
康
保
険
に
20
年

９
月
１
日
か
ら
加
入
し
て
い
る

人
・
20
年
度
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
の
人

・
21
年
度
に
子
育
て
健
康
課
が
行

う
39
歳
以
下
健
康
診
査
を
受
診

し
て
い
な
い
人
、
受
診
の
申
し

込
み
を
し
て
い
な
い
人

・
21
年
７
月
１
日
︵
人
間
ド
ッ
ク

受
診
開
始
の
３
か
月
前
︶
以
降

に
胃
内
視
鏡
検
査
、
腹
部
超
音

波
検
査
を
受
診
し
て
い
な
い
人

定
　
員
　
２
０
０
人
。
男
性
・
女

性
各
１
０
０
人
で
、
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法
　
往
復
は
が
き
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
下
の

記
入
例
を
参
考
に
申
請
書
に
記

入
し
、
切
り
取
っ
て
往
信
用
裏

面
︵
市
役
所
行
き
宛
て
名
の
裏

面
︶
に
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。
返

信
用
表
面
に
は
受
診
者
の
住
所
、

方
書
き
、
氏
名
︵
様
付
き
︶
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
が

通
知
書
と
な
り
ま
す
。
申
し
込

み
は
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

申
し
込
み
期
間
　
８
月
３
日
㈪
〜

20
日
㈭
︵
20
日
の
消
印
有
効
︶

受
診
券
引
換
券
の
送
付
　
受
診
で

き
る
人
に
は
受
診
券
引
換
券
を

送
付
し
ま
す
。
受
診
で
き
な
い

人
に
は
そ
の
旨
を
通
知
し
ま
す
。

９
月
11
日
㈮
に
な
っ
て
も
通
知

書
が
届
か
な
い
場
合
は
保
険
年

金
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
付
・
負
担
金
　
受
診
券
引
換
券

が
届
い
た
ら
負
担
金
と
保
険
証

を
持
っ
て
受
診
資
料
受
領
場
所

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
負
担

金
額
は
上
の
表
の
と
お
り
で
す
。

検
査
内
容
　
身
体
測
定
、
血
圧
測

定
、
血
液
検
査
︵
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
、
中
性
脂
肪
、
血
糖
、
尿

酸
、
肝
機
能
、
腎
機
能
、
膵
機

能
、
貧
血
、
梅
毒
︶
、
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
、
尿
検
査
、
大
腸

が
ん
検
査
、
前
立
腺
が
ん
検
査
、

心
電
図
検
査
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
、
胃
カ
メ
ラ
検
査
、
腹

部
エ
コ
ー
検
査
な
ど

受
診
で
き
る
医
療
機
関

　
大
川
胃
腸
科
外
科
、
立
花
胃
腸

科
外
科
、
か
と
う
内
科
・
皮
フ

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
伊
東
病
院
、

長
谷
川
胃
腸
科
内
科
、
は
ぁ
と

ふ
る
内
科
・
泌
尿
器
科
川
奈
・

伊
豆
高
原
、
青
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

田
島
医
院
、
前
田
医
院
、
た
か

や
す
医
院
、
メ
デ
ィ
カ
ル
は
ば

伊
豆
高
原
、
山
本
医
院
、
城
ヶ

崎
や
ま
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク

受
診
期
間
　
10
月
１
日
㈭
〜
12
月

18
日
㈮

※
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
の
一
部
を

特
定
健
康
診
査
の
結
果
と
し
て

使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

特
定
健
康
診
査

　
特
定
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う

世

帯

主

受

診

者

一日人間ドック受診申請書 

住所

郵便番号　　　　　−

伊東市

氏名

氏名

被保険者証
記 号 番 号

電話　　　　　　−

性別　男 ・ 女

昭和

平成

昭和生年月日 年 月 日

年 月 日
資格取得
年 月 日

肝炎の検査を受けた
ことがありますか？ ある　・　ない

受診資料受領場所
希望受領場所を○で囲んでください。

保険年金課（市役所）・宇佐美出張所・川奈出張所

富戸出張所・対島出張所・荻出張所

切
り
取
っ
て
市
役
所
往
き
の
裏
面
に
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い

第１号様式（第８条関係）

世

帯

主

受

診

者

一日人間ドック受診申請書 

住所

郵便番号　　　　　　　−

伊東市

氏名

氏名

被保険者証
記 号 番 号

電話　　　　　　−

性別　男 ・ 女

昭和

平成

生年月日 年 月 日

年 月 日
資格取得
年 月 日

肝炎の検査を受けた
ことがありますか？

ある　・　ない

受診資料受領場所
希望受領場所を○で囲んでください。

返信

保険年金課（市役所）・宇佐美出張所・川奈出張所

富戸出張所・対島出張所・荻出張所

伊東太郎伊

東

花

子

様

伊
東
市
○
○
○
町

　
　
◇
丁
目
△
△
番
▽
▽
号

伊東花子

○○○○○○

○○　××××

○○町◇丁目△番▽号

＊＊ ＊＊ ＊＊

＊＊ ＊＊ ＊＊

○○○　××××

○

○

昭和

○

50 ○○○ ××××

伊
東
市
保
健
福
祉
部

保
険
年
金
課
行

抽
選
結
果
の
通
知
書

と
し
て
使
用
し
ま
す

の
で
白
紙
の
ま
ま
に

し
て
く
だ
さ
い

伊
東
市
大
原
二
丁
目
一
番
一
号

50 4 1 4 8 5 5 5

往信

返信用表面 往信用裏面

往復はがき記入例

往信用表面 返信用裏面

・
資
格
取
得
年
月
日
は
保
険
証
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
家
族
で
申
し
込
み
を
す
る
場
合
は
コ
ピ
ー
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
記
入
面
を
内
側
に
折
り
た
た
ん
で
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
︵
気
に
な
る
人
は
、
は
が
き
の
四
隅
を
テ
ー
プ
で
と
め
て
く
だ
さ
い
︶

負
担
金

※肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型ウイルス検査）は過去
に受けた人は必要ありません。平成12年度以
降、人間ドックや基本健診などで肝炎ウイル
ス検査を受けた人は検査なしとなりますので、
申請書の「肝炎検査を受けたことがある」の
部分を○で囲んでください。

肝炎検査あり 肝炎検査なし

男性 1 3 , 2 1 0円 1 2 , 3 3 0円

女性 1 2 , 3 6 0円 1 1 , 4 8 0円

一日


人間 クドッ
国民健康保険に加入している皆さん、人

間ドックを受けて自分の健康チェックを

しましょう。

t保険年金課　d32-1621



い
と
う 健
康 

ク
リ
ニ
ッ
ク 

◇
小
説
・
エ
ッ
セ
イ

六
月
の
夜
と
昼
の
あ
わ
い
に


恩
田
　
　
陸

緋
色
か
ら
く
り


田
牧
　
大
和

骸
骨
ビ
ル
の
庭
︵
上
・
下
︶


宮
本
　
　
輝

リ
バ
ー
ス


北
国
　
浩
二

許
さ
れ
ざ
る
者
︵
上
・
下
︶


辻
原
　
　
登

お
菓
子
手
帖


長
野
ま
ゆ
み

ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
遠
景


諏
訪
　
哲
史

赤
い
月


森
福
　
　
都

ギ
ャ
ン
グ
ス
タ


新
堂
　
冬
樹

世
紀
の
発
見


磯
崎
憲
一
郎

百
と
八
つ
の
流
れ
星
︵
上
・
下
︶


丸
山
　
健
二

贖
罪


湊
　
か
な
え

朝
の
こ
ど
も
の
玩
具
箱


あ
さ
の
あ
つ
こ

た
ど
り
そ
こ
ね
た
芭
蕉
の
足
跡


佐
藤
　
雅
美

み
ち
の
く
忠
臣
蔵


梶
　
よ
う
子

Ｃ
Ｏ
Ｗ
　
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ


小
路
　
幸
也

生
き
て
ゆ
く
力


宮
尾
登
美
子

荒
野
の
ホ
ー
ム
ズ
、
西
へ
行
く


ス
テ
ィ
ー
ヴ
・
ホ
ッ
ケ
ン
ス
ミ
ス

灰
色
の
嵐


ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・
パ
ー
カ
ー

通
話


ロ
ベ
ル
ト
・
ボ
ラ
ー
ニ
ョ

◇
そ
の
他

が
ん
の
世
界
地
図

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
時
代

融
資
・
助
成
金
等
の
手
引
き

キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス

老
舗
の
訓
　
人
づ
く
り

◇
児
童
書
・
絵
本

建
具
職
人
の
千
太
郎

ふ
し
ぎ
な
し
ろ
ね
ず
み

む
し
む
し
で
ん
し
ゃ

解
か
れ
た
封
印

市
史
編
さ
ん

おもしろ
伊東史

第
27
話

サ
ン
コ
ロ
石
の
旅

三浦半島の砂浜に漂着した 
通称「サンコロ石」 

　
真
鶴
か
ら
伊
豆
半
島
に
か
け
て

の
沿
岸
各
地
で
江
戸
城
の
石
垣
用

石
材
を
切
り
出
し
た
の
は
有
名
な

事
実
で
す
。
伊
東
市
内
の
石
切
場

は
昭
和
30
年
代
か
ら
既
に
市
民
に

広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
伊
東

郷
土
研
究
会
に
よ
る
石
丁
場
の
調

査
研
究
の
取
り
組
み
も
長
い
歩
み

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
三
浦
半
島
の
砂

浜
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
角
石
が
あ

る
と
い
う
情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
現

地
を
訪
ね
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
写
真
の
と
お
り

の
立
派
な
角
石
が
三
浦
市
三
戸
地

区
の
砂
浜
に
埋
も
れ
て
い
る
の
を

見
学
で
き
ま
し
た
。
現
地
で
の
通

称
は
﹁
サ
ン
コ
ロ
石
﹂
で
す
。
そ

の
名
の
由
来
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
が
、

相
模
湾
を
横
断
す
る
途
中
に
難
破

し
た
石
船
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

　
地
元
高
校
の
郷
土
研
究
部
に
よ

っ
て
掘
り
起
こ
さ
れ
た
時
の
計
測

で
は
、
こ
の
石
の
大
き
さ
は
３
ｍ

を
超
え
て
お
り
、
よ
う
か
ん
の
よ

う
に
長
四
角

に
切
り
整
え

ら
れ
た
角
石

で
す
。
石
垣

に
組
む
時
、

曲
が
り
角
の

部
分
に
算
木

積
み
に
組
み

上
げ
る
の
が

角
石
で
す
。

３
ｍ
前
後
の

角
石
が
江
戸
城
の
中
で
も
最
大
の

石
材
で
す
。

　
往
時
に
は
こ
の
種
の
石
材
を
２

個
ず
つ
積
ん
だ
石
船
３
０
０
０
艘

が
江
戸
と
の
間
を
月
に
２
度
往
復

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
大
石
を
積
ん
で
航
海

す
る
う
ち
に
は
大
時
化
に
出
会
う

危
険
が
あ
る
は
ず
で
す
。
記
録
を

調
べ
る
と
慶
長
11
年
５
月
22
日
に

は
一
挙
に
２
０
０
艘
も
の
石
船
が

転
覆
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ン
コ
ロ
石
が
い
つ
遭
難
し
た

も
の
か
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
大
き
さ
や
形
状
か
ら
す

る
と
江
戸
初
期
の
公
儀
御
普
請

︵
幕
府
が
行
う
建
設
工
事
︶
に
使

用
す
る
石
材
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。
三
浦
半
島
の
砂
浜
に
打

ち
上
げ
ら
れ
た
サ
ン
コ
ロ
石
は
、

真
鶴
か
ら
伊
豆
の
山
中
で
旅
装
を

整
え
、
江
戸
を
目
指
す
旅
が
確
か

に
存
在
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。

t

生
涯
学
習
課
市
史
編
さ
ん
室

　
☎
（32）
３
２
８
８

す
み
い
し

し
　
け

こ
う
ぎ
　
　
ご
ふ
し
ん

開館時間　９時30分〜18時
休 館 日　月曜日・28日㈮
t図書館　d36-7433

＊事情により、今月の新着とならない
　場合もあります。ご了承ください。

今月の

　新着予定図書
今月の

　新着予定図書
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い
と
う

い
と
う 健
康
健
康 
ク
リ
ニ
ッ
ク

ク
リ
ニ
ッ
ク 

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

高
齢
者
の
骨
折
を
防
ぐ
た
め
に

　
本
市
の
高
齢
化
率
が
３
割
を
超

え
た
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

高
齢
者
に
と
っ
て
骨
粗
し
ょ
う
症

は
大
変
問
題
で
す
。
骨
粗
し
ょ
う

症
と
は
、
骨
の
量
が
少
な
く
な
っ

て
骨
が
も
ろ
く
な
り
、
骨
が
折
れ

や
す
く
な
る
状
態
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。
特
に
足
の
付
け
根
の
骨
折

︵
大
腿
骨
頚
部
骨
折
︶
を
起
こ
す

と
、
ひ
ど
い
場
合
は
寝
た
き
り
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
を
防
ぐ
に
は
、

食
事
に
気
を
つ
け
て
、
適
度
な
運

動
を
す
る
こ
と
と
、
太
陽
の
光
を

浴
び
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
食
事

で
は
特
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
必
要
で
、

牛
乳
な
ど
の
乳
製
品
に
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
も
重

要
で
、
こ
れ
は
魚
や
肉
の
肝
臓
、

バ
タ
ー
、
卵
黄
な
ど
に
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
若
い
女
性
の
過
度

な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
将
来
骨
粗
し
ょ

う
症
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
定
期
的
な
骨
密
度
測

定
を
す
る
と
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予

防
に
役
立
ち
ま
す
。
当
院
で
も
骨

密
度
が
測
定
で
き
ま
す
。
治
療
の

方
法
と
し
て
は
、
注
射
や
飲
み
薬

が
あ
り
ま
す
。
飲
み
薬
に
は
骨
か

ら
カ
ル
シ
ウ
ム
が
出
て
い
く
の
を

少
な
く
す
る
薬
や
カ
ル
シ
ウ
ム
を

腸
か
ら
吸
収
し
や
す
く
す
る
薬
が

あ
り
ま
す
。
治
療
は
症
状
に
合
わ

せ
て
行
わ
れ
ま
す
。
治
療
を
受
け

る
時
は
専
門
医
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

t

木
村
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
☎
（32）
０
６
０
０

い
と
う 健
康 
ク
リ
ニ
ッ
ク 

No.26

︱
お
医
者
さ
ん
の
お
話
︱

ごみの分別とリサイクルを
進めましょう

　本市は15品目のごみの分別を行

っています。その中でリサイクルし

ているものは、びん（色別に３種類）、

カン、金属、古紙（新聞、雑がみ、ダ

ンボール）、ペットボトル、トレー、

牛乳パック、乾電池です。このほか

粗大ごみを破砕処理した後の金属く

ずや可燃ごみの焼却灰をリサイクル

しています。ごみの分別とリサイク

ルを進めることで、最終処分場で埋

め立てられるごみがガラス、せとも

のなどリサイクルできないものだけ

となり処分場の延命化も図られます。

◇ごみを出す時には⋯

・リサイクルできるものがないか、

もう一度確認しましょう。

・夏場は生ごみの水分が増えますの

で、特に水切りを徹底しましょう。

t環境課　☎32-1371

の減量化と
まちの美化ご み

Vol.12

清掃施設係 
美化員　植松雅道 

ごみの減量と分別は
施設の延命化にもつ
ながります 

　
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送

は
２
０
１
１
年
︵
平
成
23
年
︶
７

月
24
日
に
終
了
し
、
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
移
行
し
ま
す
。
引
き
続
き
テ

レ
ビ
放
送
を
見
る
に
は
、
デ
ジ
タ

ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
取
り
付
け
る
か

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ

な
ど
を
買
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
ア
ン
テ
ナ
工
事
や
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
加
入
が
必
要
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◇
伊
東
市
地
デ
ジ
相
談
セ
ン
タ
ー

の
開
設

　
市
民
か
ら
の
地
デ
ジ
放
送
受
信

に
関
す
る
相
談
、
質
問
に
対
応
す

る
た
め
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し

ま
し
た
。
﹁
地
デ
ジ
を
見
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
﹂
な
ど
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
　
象
　
伊
東
市
民

受
付
時
間
　
平
日
９
時
〜
18
時
︵
８

月
13
日
㈭
・
14
日
㈮
、
年
末
年

始
は
除
く
︶

※
集
合
住
宅
の
管
理
者
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
や
非
居
住
建
物
に
関

し
て
は
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
し
ま
す
。

t

伊
東
市
地
デ
ジ
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
（32）
１
３
２
１

　
ú
（36）
２
９
７
０

　
Ｅ
メ
ー
ル

　ito
-
c
h
id
e
ji@
izu
.tn
c
.n
e
.jp

◇
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
全
額
免
除
世
帯

へ
の
チ
ュ
ー
ナ
ー
給
付
支
援

　
総
務
省
は
市
民
税
非
課
税
の
障

害
者
世
帯
な
ど
に
地
デ
ジ
移
行
の

支
援
を
す
る
た
め
、
簡
易
な
チ
ュ

ー
ナ
ー
の
無
償
給
付
な
ど
を
し
ま

す
。
支
援
を
申
し
込
む
に
は
Ｎ
Ｈ

Ｋ
と
受
信
契
約
を
結
ん
で
全
額
免

除
の
適
用
を
受
け
て
い
る
こ
と
が

要
件
と
な
り
ま
す
。
支
援
開
始
は

今
年
の
秋
以
降
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
既
に
購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、

ア
ン
テ
ナ
な
ど
の
費
用
を
精
算
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
申
し
込

み
方
法
な
ど
は
決
ま
り
次
第
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◇
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
地
デ
ジ
の
関
係
で
一
方
的
に
訪

問
、
電
話
を
す
る
こ
と
や
、
お
金

を
請
求
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま

せ
ん
。
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

t

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
（07）
０
１
０
１

木村整形外科 
クリニック 

院長　木村博光先生 

地デジ移行まで 
あと2年 

ご準備をお早めに 

13 2009.8



湯伊東のできごと 
のまち 湯伊東のできごと 
のまち 湯伊東のできごと 
のまち 

丸山公園、松川湖にほたるの優しい光が飛び交
いました。

ほたる観賞会

湯どころいとうの朝市８周年
旧消防庁舎（観光会館隣）に開設されてから８
周年の節目に記念祭が行われました。

マックスバリュ東海㈱から広野店の開店に当た
って足湯のある小公園が市に寄贈されました。

よねわか記念公園の寄贈

6
水 3

t生涯学習課 d32-1962 "37-8117

　同報無線放送メールマガジンの受信開始・
解除には次のアドレスに空メールを送ってください。
◇受信開始　itomail.douhou@mpme.jp
◇受信解除　itomail.douhou_bye@mpme.jp

t企画政策課　☎32-1062

同報無線メルマガの配信 

7
水 8

6
土 ２７ 

6
日 ２８ 

6
水 １７ 

　このコーナーは、皆さんの生涯学習情報の交

換のお手伝いをしています。内容に関するお問

い合わせは、直接、代表者か連絡先まで。

新規会員を募集します

《ヨーガを楽しむ会》

代表者　牧本絵里　☎44-2040
活動場所　大室高原自治会会館

活動日時　毎週火曜日10時〜11時30分

会　費　月3,000円、維持費500円

会員数　女性７人

内　容　ヨーガは心身の健康のために無理なく

楽しく続けられます。ぜひ無料体験教室に参

加してみませんか。毎週火曜日に大室高原自

治会会館

で活動し

ています

ので、運

動しやす

い服装で

お越しく

ださい。

《秋のひぐらし寄席》

　毎年恒例の秋のひぐらし寄席です。秋の夜長

に楽しい一時を過ごしてみませんか。

日　時　11月17日㈫　18時45分開演

会　場　生涯学習センターひぐらし会館

　３階ホール

出　演　入船亭扇遊

　　（落語）ほか

木戸銭　1000円

入場券　９月１日㈫

から生涯学習課窓

口、各出張所、生

涯学習センター中

央会館・ひぐらし

会館で販売します。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

生涯学習課からのお知らせ

　2010〜2011年版の「まなびのとびら」（市

生涯学習情報誌）の作成に向けて情報を集めて

います。人材、場所、施設、自主サークルやグ

ループなどの情報を生涯学習センター中央会館

「まなびのとびら係」☎36-5411（火・木・
金の昼間のみ受付）までお寄せください。

入船亭扇遊さん 

ヨーガで楽しく健康づくり 

第24回国民文化祭・しずおか2009

【伊東市の事業】湯のまち伊東の温故知泉（10月24日㈯～11月8日㈰） 
　文人・医学者 木下杢太郎の世界（10月24日㈯・31日㈯～11月3日㈫・7日㈯） 

平成21年10月24日●→11月８日●日 土 第24回国民文化祭 検索  

携帯電話用 
ホームページ 

広報いとう 14



芸術家の 

たち 
卵 芸術家の 

たち 
卵 

　明治９年８月21日に

当時の静岡県と浜松県が

合併し、ほぼ今の形の静

岡県が誕生しました。平

成８年に120周年を迎え

たことを記念して県の条

例で８月21日を県民の

日としました。毎年８月21日の県民の日を中

心に県内施設の入場料が無料・割引となります。

市内では下記の施設の入場料が無料になります。

この機会にぜひご利用ください。

☆木下杢太郎記念館

　８月18日㈫〜21日㈮　９時〜16時30分

☆市営海浜プール

　８月21日㈮　９時〜17時

※16時〜17時は中学生以下の子どもには保

護者の同伴が必要。

☆東海館

　８月21日㈮　９時〜21時（入浴は11時〜20

　時。入浴料は100円引）

t企画政策課　☎32-1061

県民の日ロゴマーク 

県民の日8月21日は 

湯伊東のできごと 
のまち 湯伊東のできごと 
のまち 

Vol.65
Beautifu

l

Mind
Beautifu

l

Mind Vol.65

ビューティフルマインドは、市内の若い人を
紹介するコーナーです。お問い合わせは企画
政策課（☎32-1062）まで。

三枝博昭さん
（川奈）

・お仕事は何をしていますか

　白岩運輸で引っ越しの担当として運送や営業の仕事

をしています。大きな車の運転に興味があったことと、

人と接する仕事をしたいと思っていたことから、この

仕事を選びました。こちらで働いて８年になります。

・実際に働いてみてどうですか

　お客さま一人一人に合わせた応対と無事に荷物をお

届けすることが一番気を使うところです。お客さまに

は後日お礼状を書いてお送りしているのですが、その

お返事をいただいたり、またご利用いただけたりした

時はとてもうれしいです。

・掃除の活動をされているそうですね

　伊東掃除に学ぶ会でトイレ掃除をしています。掃除

をしながら自分に向き合えますし、参加者の皆さんと

の縁も広がって、生活の中でとても有意義な活動です。

・趣味は何ですか

　食べることと温泉、旅行が好きです。最近は会社の

同僚とサッカーをして体を動かすのを楽しんでいます。

・将来に向けた考えを聞かせてください

　お客さまが求めていることにより近いサービスがで

きるように努めていきたいです。接する人たちとの縁

を大切にしながら自分を成長させていって、会社のた

め、伊東のために役に立てるようになりたいです。

　歯車をデザインして描い
た作品です。ゆかたという
と明るい色や風情のあるも
のをデザインした柄が思い
浮かぶところで、あえて無
機的なデザインをしてみま
した。入賞するとは思わず
驚きましたが、そういう発
想が評価されてうれしかっ
たです。美術が好きなので、
これからも作品づくりを楽
しんでいきたいです。 

土屋あゆみさん 
（伊東高校城ヶ崎分校１年） 

2009浜松ゆかたまつり 
ゆかた柄デザイン画 

コンクール 
浜松商工会議所会頭賞 
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■法律相談　＊要電話予約8人　予約開始8月3日㈪　8時30分〜
　　010日㈪・31日㈪# 【鳥井明典弁護士】�‥‥‥‥‥‥‥08時45分〜11時30分
　　018日㈫# 【菊池信廣弁護士】�‥‥‥‥‥‥‥08時45分〜11時30分

■税務相談　＊先着6人
� 11日㈫� 【下山卓士税理士】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥013時〜15時
� 21日㈮� 【一杉昇税理士】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥013時〜15時

■登記の相談　＊先着6人
� 6日㈭� 【鬼頭幸一司法書士】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥010時〜正午

■交通事故相談　＊要電話予約4人
� 18日㈫� 【菊池信廣弁護士】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥012時30分〜14時10分

■人権相談
� 6日㈭� 【安井宏之人権擁護委員】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥013時〜15時

■行政相談
� 20日㈭� 【山本彰行政相談委員】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥013時〜15時

■行政手続きと表示登記相談（表示登記・土地測量・隣地境界）
� 12日㈬� 【行政書士・土地家屋調査士】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥010時〜正午

■警察の出張相談
� 12日㈬� 【警察署相談員】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥013時〜15時

■不動産相談
� 25日㈫� 【宅建協会伊東支部】K展望ギャラリー�‥‥‥‥‥‥‥013時〜15時

■消費生活苦情相談
　　毎週月曜日　【消費生活相談員】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥013時〜15時

■市民相談
　　月〜金曜日　【市相談担当】�‥‥‥‥‥‥‥‥‥0８時30分〜正午・13時〜17時

■教育相談�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0UK市役所５階509号室　☎37-7476
　　月〜金曜日　9時〜16時30分

■家庭児童相談
000‥U子育て健康課　☎32-1582・家庭児童相談室　☎37-9667（10時〜16時）
　　月〜金曜日　10時〜16時　＊要予約0K中央児童館「はばたき」２階

■女性相談�＊月水金は、女性相談員が対応‥‥‥‥0U社会福祉課　☎32-1535
　　月〜金曜日　9時〜16時　K市役所低層棟１階社会福祉課

■心配ごと相談�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0UK社会福祉協議会　☎36-5512
　　毎週水曜日　13時30分〜16時

■住まいづくり相談　＊要予約�‥‥‥‥‥‥‥‥0U都市計画課　☎32-1781
　　毎月第２水曜日　10時〜正午　K市役所３階会議室
　　※建築紛争等の相談、請負契約をめぐる紛争等については受けられません。

■こころの相談�＊要予約‥0U熱海健康福祉センター　保健福祉課　☎82-9117
　　20日㈭　14時30分〜16時　K市役所高層棟地下会議室

■年金相談�‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥U保険年金課　☎32-1625
� 4日㈫�10時〜14時30分　【三島社会保険事務所】　市役所５階中会議室
� 11日㈫�10時〜14時30分　【杉村労務管理事務所】　市役所５階小会議室
� 26日㈬�10時〜14時30分　【三島社会保険事務所】　市役所８階大会議室

困ったときは、お気軽に…　TK市民サービスセンター00☎32-1361 各種相談

■健康相談　＊要予約　☎32-1583
　27日㈭　9時〜15時30分　市役所４階子育て健康課

ほけんコーナー　T子育て健康課　☎32-1582〜1584

急病になったら
●夜間（毎日午後７時〜午前０時）は…市立夜間救急医療センターへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大原一丁目　☎37-2510）

●深夜（毎日午前０時〜午前８時）は…市立伊東市民病院へご相談ください
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎37-2626）

●休日（午前９時〜午後５時）は………各当直医へL※緊急の場合は☎119へ

補聴器の相談会　T社会福祉課　☎32-1533

� 7日㈮� 13時30分〜15時� 保健福祉センター
�17日㈪� 10時〜16時� 保健福祉センター
�18日㈫� 10時〜16時� 八幡野コミュニティセンター

６日㈭　10時30分〜50分

場所：市役所駐車場　 

飼い主のいない犬･ねこの引取り
t環境課　d32-1374

献血にご協力ください!!

t社会福祉課　d32-1531

※身分証明書をお持ちください。 今月は、市内での献血はありません。

Ｈ20. 1月生まれ

Ｈ19. 7月生まれ

Ｈ18. 7月生まれ

19日㈬　13:00〜14:00

 6日㈭　 9:15〜10:30

12日㈬　13:00〜14:00

１歳６か月児健康診査

２ 歳 児 健 康 教 室

３ 歳 児 健 康 診 査

対　　象 受　付　日　時 会　場

保健福祉
センター

※都合により、相談員が変更となる場合があります。
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大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 

大安 

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 

先勝 友引 先負 仏滅 先勝 友引 先負 

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 

大安 赤口 

立秋

処暑

TEL.0557-36-0111

FAX.0557-36-1104

平成21年 
（2009年） ８月 （葉 月） は づ き  

1
仏滅 

当直医は、変更になる場合があります。最新の情報は、テレホンサービスや市のホームページでご確認ください。 
■当直医の情報は…テレホンサービス4411　☎37-4411　　■季節の催物情報は…伊東観光協会　☎37-6105

長崎原爆の日
太鼓合戦・打上花火

ns山本医院� d47-5566

gなかた整形外科クリニック�d44-5252

宇佐美海上灯籠流し・花火大会

松川〜海上灯籠流し・打上花火n佐藤病院� d37-2226

gこむろ医院� d45-3967

広島平和記念日

登記の相談
人権相談
飼い主のいない犬・ねこの引取り

n前田医院� d37-1912

g吉川医院� d37-5071

s日吉医院� d37-0763

県民の日

税務相談

伊東温泉箸まつり花火大会
紀元祭ほこほこまつり

按針祭音楽コンサート

年金相談
税務相談

按針祭式典、按針パレード、
按針祭海の花火大会

法律相談

年金相談

行政手続きと表示登記相談
警察の出張相談
住まいづくり相談

やんもの里花火大会 終戦記念日
川奈港いるか浜花火大会

行政相談

n長谷川胃腸科内科医院�d36-2851

g木村整形外科クリニック�d32-0600

ラストサマーとびっきり花火大会

不動産相談
広報いとう９月号配布予定日

n伊東胃腸科クリニック�d37-9255

g宇佐美整形外科医院�d47-2737

sむらかみ小児科クリニック�d52-4710 法律相談

法律相談
交通事故相談

年金相談

伊東温泉競輪　　■ＦⅡ　1〜2　　■ＦⅡ　26〜28
場 外 開 催　　■全日本選抜併売　1〜2　　■全日本選抜　3〜4　　■豊橋ＦⅠ　6〜8
　　　　　　　　■函館記念　9〜12　　■富山記念　13〜16　　■弥彦ＦⅠ　17〜19
　　　　　　　　■高松記念　22〜25　　■名古屋ＦⅠ併売　26〜28　　■小田原記念　29〜31

伊東温泉競輪開催日 t競輪事業課　☎36-0120



市役所へのご連絡は

TEL.0557-36-0111   FAX.0557-36-1104

ホームページ��http://www.city.ito.shizuoka.jp/
E-mail  seisaku@city.ito.shizuoka.jp
〒414-8555　伊東市大原二丁目１番１号

日時：８月22日㈯　13時30分〜14時30分

会場：生涯学習センター中央会館３階　

視聴覚室

対象：幼児から大人まで・参加自由（申

込不要、入場無料）

プログラム

★大型絵本「へんしんトンネル」

★うた「うたいましょう、ききましょ

う」ほか

★フランネル・フラン「おこりじぞう」

★アニメ「くまのがっこう」「ジャッキ

ーのじてんしゃりょこう」

※駐車場は、図書館第二駐車場（シニア

プラザ桜木の隣）をご利用ください。

※別室にオムツ替えのための部屋を用意

してありますので、赤ちゃんも連れて

お越しください。

t伊東図書館　d36-7433

　道路は私たちの大切な財産です。道路

の意義・重要性について再認識するとと

もに、先人から受け継いだ道路を、より

美しく、安全に利用するための方法を、

みんなで考えましょう。

【21年度の道路ふれあい月間推進標語】

◇最優秀賞

「また歩こう

　　そんな気になる道がいい」

t建設課　d32-1751

◇看護職の皆さまへ

　市立伊東市民病院では、住み慣れた地

域の中で療養生活が送れるよう、医療環

境の充実に取り組んでいます。よりよい

療養環境を皆さまに提供するために、看

護師・助産師の募集をしています。

　私たちと一緒に、地域に根ざした病院

づくりをしませんか。

◇看護学生・助産師学生の皆さまへ

　学業の支援として奨学金制度を設けて

います。就業・奨学金を希望される方は、

随時ご相談ください。

t市立伊東市民病院　d37-2626

日時：９月９日㈬、11月11日㈬

　13時30分〜15時30分　

会場：熱海健康福祉センター相談室

（熱海市水口町13-15N 熱海総合庁舎1F）

内容：「ひきこもり」とは？

「ひきこもり」と家族の関わり・向き

合い方・支え方等

　講話・家族交流会、個別相談等

＊プライバシーは守られます。

講師：県精神保健福祉センターの医師・

作業療法士、関係機関スタッフなど

申込：電話で下記まで。

t熱海健康福祉センター（熱海保健所）

　福祉課　d82-9120

　主に中高年の方を対象に、３つのコー

スを用意しました。

㈰「パソコン初めてコース」５日間

　Ａ　８月31日㈪〜９月４日㈮

　　10時〜正午

　Ｂ　８月31日㈪〜９月４日㈮

　　13時〜15時

対象：パソコン未経験者・初心者

内容：パソコンのしくみ、クリック操作、

入力操作等

㈪「Word初級コース」５日間

　Ｃ　９月７日㈪〜11日㈮　10時〜正午

　Ｄ　９月14日㈪〜18日㈮　13時〜15時

対象：上記㈰コース修了者、同レベル

Word理解者

内容：文書作成、図の作成、メールなど

㈫「Excel初級コース」５日間

　Ｅ　９月７日㈪〜11日㈮　13時〜15時

　Ｆ　９月14日㈪〜18日㈮　10時〜正午

対象：上記㈰コース修了者、同レベル

Excel理解者

内容：表とグラフの作成、表計算など

〜共通事項〜

定員：20人（各コース）

費用：6,000円（各コース）

申込：受講コースを決めて電話で下記へ

予約を。

＊８月５日㈬から受付（土日・８月

13日㈭、14日㈮を除く9時〜17時）

t伊東高等職業訓練校　d37-8916

●「音訳」をご存知ですか？

　視覚に障害のある人が、私たちが読ん

でいるような本を読むためには、点訳や

音訳が必要です。点訳は、普通に書いた

り印刷したりした文字（墨字）を、点字

に変えること、音訳は、音声に変えるこ

とです。

●講習会のお知らせ

　初めての人を対象に音訳の基礎を学ぶ、

音訳ボランティア養成講習会を行います。

音訳奉仕に興味がある人、ボランティア

の志がある人は、ぜひご参加ください。

日時：９月１日〜11月17日の毎週火曜日

(祝日除く)　10時〜正午

会場：児童・身体障害者福祉センターは

ばたき３階

定員：20人

受講料：無料

申込：８月14日㈮までに電話で。

t社会福祉課　d32-1533

としょかんなつのおはなし会

８月は道路ふれあい月間
〜８月１０日は道の日です〜

〜市立伊東市民病院〜
看護師・助産師の募集

ひきこもり家族教室
　参加者募集

〜中高年向け〜
本当にはじめてのパソコン講座

音訳ボランティア養成講習会
参加者募集



市役所からのお知らせはCVA２チャンネルとFMなぎさステーション76.3MHzで放送中

◆主要生活物資の物価指数◆

伊東市の６月の主要生活物資の物価指数は104.1

で、昨年の同時期に比べ2.2減少しています。

t生活防災課　e32-1361

◆人口と世帯数◆
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◆「８月の納税」納期限は８月31日㈪◆

市税の納付は、便利で安心な口座振替をご利用ください。

◆市税・国保税納税相談会◆

休日：８月２日㈰　８時30分〜17時

夜間：８月27日㈭・28日㈮　17時30分〜19時30分

会場：収納課（市役所高層棟１階）

t収納課　d32-1291

◆市水道の平日・夜間・休日の修理◆

　水道本管、一般家庭の水道メーターまでの漏水調査と修理

手配を行います。

　なお、個人所有管や宅地内漏水は、有料で修理をお受けし

ます。（夜９時以降は料金が割り増しされます。）

※排水などのトラブルは、水道工事店に直接依頼してください。

　アートコースの在校生・卒業生の作品

展です。

日時：８月13日㈭〜22日㈯　10時〜16時

会場：ふれあいセンター２階ギャラリー

入場：無料

※駐車場はありません。

※詳しくは、下記へお問い合わせを。　

t振興公社　d37-7135

　静岡県が主催し、防犯まちづくりリー

ダー養成講座を開催します。県内で、地

域における防犯まちづくり活動に取り組

んでいる人、これから取り組もうと考え

ている人は、ぜひご参加ください。

日時：８月25日、９月８日、15日、29

日（各火曜日・全４回）

　13時〜16時30分　

会場：県東部交流プラザ（東部パレッ

ト）３階（沼津駅南口前）

内容：防犯まちづくり活動に役立つ知識

や技能の習得

定員：40人

受講料：無料

申込：８月11日㈫までに下記へ電話でお

問合せ後、所定用紙でFaxかメールで

申込み。

t東部パレット　d055-951-8500

　便利で安全な電気は、生活や産業に欠

かせないエネルギーですが、使い方を間

違えると、思わぬ事故につながることも

あります。

　特に、夏季には電気による事故が多く

発生しているため、次の５つのポイント

に気をつけ、正しく安全に使いましょう。

㈰漏電遮断器を取り付けて電気事故を防

ぎましょう。

㈪アース線はしっかり取り付けましょう。

㈫タコ足配線はやめましょう。

㈬プラグはときどき点検しましょう。

㈭取扱説明書にそった使い方をしましょ

う。

t㈶関東電気保安協会伊東事業所

d47-1169

水道のトラブルは
伊東市水道修繕センターへ
（直通電話）d３６−２０１０

運行：８月13日㈭・14日㈮

（雨天でも運行・予約不要）

※午前の部は非常に混み合いますので、伊東駅から乗車される方は、できるだけ午後の

便をご利用ください。

t振興公社　d37-7135

伊東駅東海
バス送車場 逆川

13：30行き 13：35 13：40 13：45 14：00 14：10 14：20

川奈口 吉田 伊豆高原駅
霊園入口
南原バス停 天城霊園

伊東駅東海
バス送車場逆川

15：10帰り 15：20 15：30 15：45 15：50 15：55 16：00

川奈口吉田伊豆高原駅
霊園入口
南原バス停天城霊園

伊東駅東海
バス送車場 西校前

0009：30行き 0009：35 0009：40 0009：45 0009：55 10：00 10：10

宮川 荻緑町 蝋人形館前
霊園入口
南原バス停 天城霊園

伊東駅東海
バス送車場西校前

11：00帰り 11：10 11：15 11：25 11：30 11：35 11：40

宮川荻緑町蝋人形館前
霊園入口
南原バス停天城霊園

午前の部（荻経由）

午後の部（川奈・吉田経由）

ふれあいセンター自主事業　〜城ヶ崎分校アートコース展〜

防犯まちづくり講座
受講生募集

８月は電気使用安全月間です！
〜電気を安全に使う　　　
　　　５つのポイント〜

市県民税2期・国民健康保険税2期 

天城霊園無料送迎バス運行
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「広報いとう」へご意見をお寄せください。

〒414-8555　伊東市大原２-１-１

企画政策課　☎32-1062

■市役所　☎0557-36-0111　!0557-36-1104 
　　　　　E-mail  seisaku@city.ito.shizuoka.jp 
■宇佐美出張所　☎48-9004　■川奈出張所　☎45-1075 
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編・集・後・記

　
宇
佐
美
中
美
術
部
は
、
三
年
生
４
人
、

二
年
生
10
人
、
一
年
生
13
人
の
計
27
人

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
一
年
の
う
ち
で
、
一
番
大
き
な
目
標

は
、
部
員
全
員
が
協
力
し
て
制
作
す
る

共
同
制
作
の
大
き
な
絵
画
を
文
化
祭
で

発
表
す
る
こ
と
で
す
。
今
年
は
、
四
季

を
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
４
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
世
界
を
描
こ
う

と
計
画
し
て
い
ま
す
。
三
年
生
を
中
心

に
、
構
図
や
配
色
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
、

四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
美
し
い
世
界
を
表
現

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
活
動
で
は
、
個
人
制
作
と

し
て
、
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
や
読
書

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
作
品
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
文
化
祭
で

は
自
分
の
得
意
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品

︵
イ
ラ
ス
ト
、
工
芸
な
ど
︶
も
発
表
し

ま
す
。
生
徒
会
に
協
力
し
て
体
育
祭
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
大
き
な
旗
に
描
く

仕
事
も
あ
る
の
で
、
夏
休
み
も
み
ん
な

で
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　
文
化
祭
で
の
作
品
発
表
を
楽
し
み
に

し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
部
長
　
内
野
　
な
つ
か

宇佐美中学校　美術部 

元気で働き、
　楽しい家庭をつくりましょう

伊東市民憲章 

　町内会・自治会では、地震・風水害等の災害に備
えての自主防災活動や、青少年の健全育成、交通安全、
環境美化運動、住民同士の交流を深めるための活動
等を行っています。 
　町内会・自治会に加入して交流を深め、地域の輪
を作りましょう。 

―町内会・自治会は地域の輪―

　今年の秋は静岡県で国民文化祭が開催されます。10月

24日㈯〜11月８日㈰を期間として県内各地でその地域の

歴史と文化にちなんだ行事が行われます。広報いとうで

は昨年の秋から毎月のように国文祭のことをお知らせし

てきました。今月号からは、いよいよ近づいてきた開催

に向けて、伊東市で行う行事を詳しく紹介していきます。

国文祭の行事を通じて伊東の歴史と文化に触れてみませ

んか。この特別な秋を一人でも多くの市民の皆さんに楽

しんでもらいたいと思いながら、広報いとうで記事を編

集してお知らせしていきます。　　　　　　　　(matsu)

　気の向くまま、一人でふらっと海に出かけて、寝そべっ

たり、ぼうっと過ごしたりするのが夏の幸せな過ごし方だ

という知人がいます。市内の海岸にお気に入りのスポット

があるそうで、「ただ気持ちがいい。そこが伊東のいいと

ころ」と言っていました。

　その言葉を聞いて、とても嬉しくなりました。さすが

伊東っ子。私も、そういう感覚が好きなんだと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (mizu)

描
け
　
輝
け
　
美
し
く

うちの三姉妹です。

しお り

次女栞里ちゃん
（５歳）

も な み

三女百奈美ちゃん
（８か月）

あず さ

長女
（左） （中央） （右）杏紗ちゃん

（７歳）

遠藤明法さん　淳子さん（川奈）の
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